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地域おこし協力隊・田口佳子
蕁43－3306（旧馬荷小学校）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　もちの準備 　 よさこい鳴子踊り 　 神踊り　  児童作のかかし　  ウォーキング　  パントマイム 　 フォークダンス 　 もち投げ1 2 3 4 5 6 7 8

 師走の風の冷たさはひとしおですね。皆さんお元気でお過ごしですか？
11月2日馬荷・御坊畑地区で「地域の秋を楽しむ会」（写真　 ～ 　）、11月3日大方橘川

地区で「こすもすの花見ｉｎ橘川」（写真　 ・ 　）が行われました。お手伝いしながら私が一番楽しん
でいた気がします。
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 　◆
生
涯
「
生
産
者
」
と
し
て

　
社
会
に
つ
な
が
る

　
私
た
ち
が
黒
潮
町
を
訪
問
し
た
き
っ

か
け
は
、「
庭
先
集
荷
」
事
業
で
し
た
。

６５
歳
以
上
が
約
半
数
を
占
め
る
地
域
で
、

自
力
出
荷
が
難
し
い
生
産
者
の
た
め
に
、

各
家
庭
を
回
り
直
売
所
へ
運
ぶ
サ
ー
ビ

ス
で
す
。「
高
齢
者
」
＝
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
受
け
手
」と
の
考
え
方
が
あ
る
中
、

庭
先
集
荷
の
出
荷
者
が
、
高
齢
に
な
っ

て
も
い
き
い
き
と
「
生
産
者
」
で
あ
り

続
け
、
市
場
と
つ
な

が
り
、
経
済
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
、や

り
が
い
を
も
っ
て
生

活
す
る
支
え
に
な
る

こ
と
に
、強
く
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

◆
庭
先
集
荷
は
多
機
能
サ
ー
ビ
ス

　
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
庭
先
集
荷

が
「
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
こ
と
。

集
荷
作
業
に
従
事
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
タ
ー（
Ｂ
Ｓ
）は
、
出
荷
を
休
ん
だ
時

は
健
康
を
気
遣
い
、
直
売
所
の
情
報
を

伝
え
て
値
つ
け
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま

す
。
Ｂ
Ｓ
の
存
在
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
や
買
い
物
支
援
に
通
じ
る
サ
ポ
ー
ト

で
あ
り
、
利
用
者
が
情
報
を
得
、
町
と

つ
な
が
る
接
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
支
援
に
お

け
る
「
入
口
」
と
「
出
口
」

　
農
業
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
を
増

や
し
担
い
手
を
育
て
る
、
生
産
活
動
の

「
入
口
」
支
援
が
急
務
で
す
。
し
か
し

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
す
る
地
域
で
は
、

住
民
が
で
き
る
だ
け
長
く
「
生
産
者
」

で
あ
り
続
け
る
た
め
の
支
援
、
言
わ
ば

「
出
口
」支
援
も
切
実
な
課
題
で
す
。

◆
生
産
×
福
祉
で
集
落
維
持
を

　
生
活
上
で
必
要
な
集
落
機
能
を
維
持

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
、
そ
れ
を
支

援
す
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ

せ
か
ら
生
ま
れ
る
地
域
内
外
の
人
・
モ

ノ
・
情
報
の
循
環
を
、
私
た
ち
は
「
集

落
福
祉
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
庭
先
集

荷
は
、
集
落
福
祉
を
実
現
す
る
鍵
が「
多

機
能
で
地
域
を
結
ぶ
可
動
サ
ー
ビ
ス
」

に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
１０
日
、
日
本
福

祉
大
学
・
高
知
県
自
治

研
究
セ
ン
タ
ー
共
催
に

よ
る
「
集
落
福
祉
か
ら

考
え
る
中
山
間
地
セ
ミ
ナ
ー
」
が
黒
潮
町

で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
集
落
福
祉
」
と
い
う

新
し
い
考
え
に
つ
い
て
、
同
大
学
・
小
國

和
子
准
教
授
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
福
祉
大
学
　
小
國
　
和
子

「
集
落
福
祉
」

〜
黒
潮
町
か
ら
全
国
へ
〜

い
こ
う

で

1お

ぐ
に


